
内科検診って、 

   いったい何を調べているの？ 

 

 

 

 

    平成２８年４月１４日 大阪市立淀川中学校保健室 

定期健康診断シリーズ 『内科』 
日時：４月１５日(金)  午後から 

   

☆検診を欠席した人は、４月１９日に検診を受けます。 

☆修学旅行に参加するために、必要な検診です。 

 

 場所：カウンセリングルーム・談話室 

 

 校医の先生： 内科検診をしてくださるのは、 

             土井 史恵 先生です。 

       ☆今年度より、先生が変わりました。 

       （女性の先生です） 

 

服装：診察直前に、上半身が見えるように着替えをします。 

男子：上半身に着ているものを、すべて脱ぎます。 

   （寒い人は、ブラウス 1枚はおってもよい） 

女子：ブラウス 1枚を、はおって待ちます。 

☆できるだけ、着替えに時間がかからないように協力お願いします。 

 

検診時の注意！！ 

◎静かにすること！！ 着替えをしている時や、順番を

待っている間、隣の人と私語をしてしまうと、聴診器で

聞く肺や心臓の音が聞こえません。 

 

◎礼儀正しくしよう！！検診の順番が来たら、挨拶し、

自分の名前を言ってから椅子に座ります。質問には、は

っきりと礼儀正しく答えましょう。 

 

    

   

  

 

 

 

内科検診では、心臓や肺（呼吸）など内臓の様子から、背

骨や胸の骨の形、手足の骨、皮膚、栄養状態などの外面まで、

体全体について調べます。 

 具合が悪くなってから病院に行って受ける検査と違って、

学校の内科検診は病気を早期発見するために行われます。そ

のため、ふだんから自分の体に関心をもち、健康管理に役立

てようという意識を持って、内科検診を

受けることが大切です。 


